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設
備
が
完
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
は
業
務
に
支
障
を
及
ぼ
さ
ぬ
よ

う
に
三
期
に
分
け
て
施
工
す
る
こ
と

　

昭
和
の
時
代
に
入
っ
て
も
関
東
大

震
災
の
影
響
が
続
き
ま
し
た
。

　

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
「
本

館
」の
修
復
工
事
を
完
了
し
た
も
の
の
、

そ
れ
以
外
の
本
店
建
物
は
損
傷
が
大

き
く
仮
復
旧
が
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

さ
ら
に
震
災
後
の
度
重
な
る
民
間

金
融
機
関
で
の
取
り
付
け
騒
ぎ
と
金

融
恐
慌
な
ど
で
業
務
が
急
膨
張
し
た

た
め
、
本
店
は
著
し
く
手
狭
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
た
め
「
本
館
」
に
続
く
本
店
修

復
計
画
は
大
き
く
方
向
転
換
す
る
こ

と
と
な
り
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

八
月
、
井
上
総
裁
（
注
１
）
は
本
店
増
築

を
決
定
し
ま
し
た
。　

　

そ
し
て
、こ
の
増
築
設
計
は
「
本
館
」

修
復
の
長
野
宇
平
治
に
再
び
委
ね
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
銀
行

は
行
内
に
長
野
技
師
長
以
下
総
勢

九
〇
名
の
技
師
・
技
手
を
擁
す
る
臨
時

建
築
部
を
組
織
し
ま
し
た
。

　

臨
時
建
築
部
の
設
立
に
当
た
り
、
長

野
は
井
上
総
裁
か
ら
「
今
度
は
絶
対
に

壊
れ
な
い
建
物
を
造
る
こ
と
」
を
命
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

長
野
は
師
と
す
る
辰
野
金
吾
の
「
本

館
」
の
様
態
に
調
和
さ
せ
る
こ
と
を
自

ら
の
使
命
と
し
、
外
装
の
寸
法
、
仕
上

げ
材
料
な
ど
の
細
部
に
わ
た
り「
本
館
」

の
様
式
を
完
全
に
踏
襲
し
ま
し
た
（
写

真
１
）。

　

そ
の
一
方
、
関
東
大
震
災
の
苦
い
経

験
に
基
づ
い
て
、
増
築
建
物
の
構
造
を

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
と
し
、

明
治
時
代
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い

強
固
な
も
の
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
冷
暖
房
、
自
家
発
電
、
エ
ア

シ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
当
時
の
最
新
式
の

一
号
館
～
三
号
館
の

増
築

写真 1　完成時の 1、2 号館外観写真

日
本
銀
行
文
書
局
技
師　

中
村
茂
樹

　
日
本
銀
行
本
店
の
本
館
建
物
（
以
下
、「
本
館
」）
は
今
ま
で
に
三
回
の
大
改
修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
最
初
の
改
修
は
前
号
で
紹
介
し
た
震
災
復
旧
で
す
。後
の
二
回
は
昭
和
期
に
行
わ
れ
た
二
度
の
本
店
増
築
計
画
に
伴
う
大
改
修
で
す
。

　
上
の
写
真
は
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）、「
本
店
」
に
隣
接
し
て
増
築
さ
れ
た
三
号
館
の
外
観
写
真
で
す
。「
本
館
」
と
同
じ
古
典

様
式
の
三
号
館
は
、
そ
の
真
新
し
い
外
壁
以
外
は
見
分
け
が
付
か
な
い
ほ
ど
調
和
し
て
い
ま
す
。
今
日
で
は
外
壁
の
色
も
一
体
化
し
て

「
本
館
」
と
同
時
代
の
建
物
に
見
え
る
ほ
ど
で
す
。

　
今
回
は
昭
和
期
に
行
わ
れ
た
二
度
の
大
増
築
と
そ
れ
に
伴
う
「
本
館
」
の
改
修
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

4

日
本
銀
行
の
建
物　
そ
の
歴
史
と
変
遷
に
つ
い
て

昭
和
期
の
本
店
増
築
と
本
館
改
修
本
館

昭
和
期
の
本
店
増
築
と
本
館
改
修
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と
な
り
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
末

か
ら
工
事
が
始
ま
り
、
第
一
期
工
事
が

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）、
第
二
期
工
事

が
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）、
第
三
期
工

事
が
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
に
完

成
し
ま
し
た
。
こ
の
工
期
ご
と
の
ブ
ロ

ッ
ク
を
後
に
一
号
館
、
二
号
館
、
三
号

館
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
図
１
）。

　

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
欧

州
の
正
統
的
な
石
造
建
築
の
姿
を
持

つ
「
本
館
」
が
着
工
さ
れ
て
以
来
五
〇

年
、
設
計
は
辰
野
金
吾
か
ら
長
野
宇
平

治
に
引
き
継
が
れ
、
地
震
、
火
災
な
ど

の
日
本
な
ら
で
は
の
悪
条
件
を
克
服

し
て
完
成
し
た
増
築
棟
は
「
本
館
」
建

設
時
に
考
え
た
理
想
の
洋
風
建
築
を

完
成
し
た
姿
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
ま

す
。
見
方
に
よ
っ
て
は
わ
が
国
の
古
典

様
式
の
一
つ
の
頂
点
と
言
え
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
中
に
地
下
九
メ
ー
ト
ル

の
所
か
ら
約
七
〇
万
年
前
の
ナ
ウ
マ
ン

象
の
化
石
が
発
掘
さ
れ
る
と
い
う
思
わ

ぬ
副
産
物
も
あ
り
ま
し
た
（
写
真
２
）。

「
本
館
」
二
度
目
の

大
改
修

写真 2　ナウマン象の化石。骨、歯の化石
26 個、貝類化石 24 個が発掘された。

（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

写真 4　1 号館地下金庫前ホール。壁・天井／黄土色のテラコッタ
タイル貼り、床／黒・レンガ 2 色のゴムタイル貼り。本館地下金
庫前に当時の面影が残る。

　

震
災
復
旧
か
ら
間
も
な
い
昭
和
四

年
（
一
九
二
九
）、「
本
館
」
は
再
び
大

改
修
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
す
。

　
「
本
館
」
北
側
に
一
号
館
を
増
築
す

る
こ
と
に
伴
い
、
接
続
部
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
と
階
段
室
を
撤
去
し
、
西
側
中
央

部
の
旧
西
玄
関
の
場
所
に
同
様
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
と
階
段
室
を
新
た
に
設

置
し
ま
し
た
（
写
真
３
）。

　

こ
の
接
続
部
の
改
修
に
よ
り
、
一
階

で
は
「
本
館
」
と
一
号
館
の
営
業
場
が

一
体
化
さ
れ
、
地
下
階
で
は
同
接
続
部

に
旧
金
庫
回
廊
を
取
り
込
む
形
で
新

た
な
金
庫
扉
を
設
置
し
て
「
本
館
」
地

下
金
庫
の
大
幅
な
拡
幅
を
行
い
ま
し

た
（
図
２
）。

　

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
に
造

ら
れ
た
「
本
館
」
地
下
金
庫
は
、
一
号

館
の
地
下
大
金
庫
（
写
真
４
）
と
共
に
そ

の
後
も
長
く
本
店
金
庫
と
し
て
の
重

要
な
役
目
を
務
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
本
館
」
東
側
に
増
築
し
た

三
号
館
と
の
間
は
連
絡
通
路
で
接
続

さ
れ
、「
本
館
」
の
同
接
続
部
付
近
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
増
設
し
ま
し
た
。

図 2　本館地下金庫。新築時の金庫（黄
枠）に回廊部分を取り込んで拡幅（赤枠）

昭和 7 年（1932）の拡幅時に
設置した金庫扉

写真 3　本館 26 号エレベーター。明
治期の初代エレベーターの面影を残し
ている。現在のエレベーターは昭和
31 年（1956）に更新したもの。

図 1　昭和 13 年（1938）の本店（日本橋配置図）

三井本館 三越百貨店

横浜正金銀行
東京支店

北敷地
2 号館 3 号館

本館1 号館 南敷地

（昭和16年購入）

（昭和15年購入）

旧常盤橋

常盤橋

一石橋

N
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既
存
の
建
物
を
取
り
壊
し
な
が
ら

の
増
築
工
事
に
は
、
業
務
に
支
障
を
来

さ
な
い
よ
う
に
仮
施
設
の
建
築
も
必

要
と
し
ま
し
た
。

　

第
二
期
工
事
に
当
た
り
同
建
設
場
所

に
あ
っ
た
仮
使
用
中
の
北
分
館
の
代
替

と
し
て
第
三
期
工
事
の
用
地
に
仮
設
事

務
棟
（
注
２
）
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
第
三
期
工
事
に
当
た
り
、
同

仮
設
事
務
棟
の
代
替
が
必
要
と
な
り
、

折
か
ら
の
事
務
量
の
増
大
に
対
応
す

る
た
め
の
追
加
増
築
計
画
と
し
て
北

敷
地
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三

階
建
て
の
北
分
館
（
二
代
目
）
の
建
設

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
時
勢

は
急
を
告
げ
、
こ
の
計
画
は
い
っ
た
ん

中
止
と
な
り
ま
す
。

　

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
日
中

戦
争
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
業
務

の
急
増
の
た
め
、
北
分
館
計
画
が
再
浮

上
し
、
木
造
二
階
建
て
の
規
模
に
縮
小

し
て
、
資
材
と
労
力
の
不
足
を
克
服
し

な
が
ら
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
六

月
に
よ
う
や
く
完
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

木
造
の
北
分
館
は
、
戦
後
本
店
の
新

館
増
築
工
事
の
た
め
に
壊
さ
れ
る
ま

で
、
二
〇
余
年
長
く
親
し
ま
れ
た
建
物

で
し
た
（
写
真
５
）。

　

戦
後
の
事
務
量
の
膨
張
に
伴
い
、
昭

和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
六
月
に
管

理
部
が
設
立
さ
れ
、
本
店
の
増
改
築
問

題
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
の
構
想
は
、
木
造
の
北
分
館
を

取
り
壊
し
て
、
そ
の
跡
地
に
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
の
五
階
建
て
の
ビ
ル

を
建
て
る
案
で
し
た
。
し
か
し
、
朝
鮮

戦
争
特
需
の
中
、
国
の
需
要
抑
制
策
に

合
わ
せ
て
増
築
計
画
自
体
が
抑
制
さ

れ
、
北
分
館
の
建
て
替
え
構
想
は
幻
に

終
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
事
態
が
進
展
し
、
北
分
館
に

隣
接
す
る
一
体
の
土
地
（
以
下
「
北
敷

地
」）
を
購
入
す
る
方
針
が
決
定
さ
れ
、

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
か
ら
五

年
の
歳
月
を
か
け
用
地
の
買
収
が
行

わ
れ
ま
し
た
（
図
３
、
写
真
６
）。

　

こ
の
間
、
日
本
橋
以
外
の
敷
地
に
第

二
営
業
拠
点
を
設
置
す
る
案
も
検
討

さ
れ
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
昭
和

三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
二
月
「
現
本

館
（「
本
館
」、
一
～
三
号
館
）
お
よ
び

新
北
分
館
を
も
っ
て
一
体
的
な
本
店

営
業
所
を
構
成
す
る
こ
と
。
新
北
分
館

の
規
模
は
可
能
な
限
り
大
き
な
も
の

と
す
る
こ
と
」
と
し
て
、
用
地
買
収
で

拡
幅
し
た
本
店
北
敷
地
に
新
北
分
館

を
建
築
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
北
分
館
計
画
に
は
ま
だ

解
決
す
る
べ
き
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

北
敷
地
に
新
北
分
館
を
建
築
す
る

こ
と
に
な
っ
た
も
の
の
、
公
道
を
隔
て

た
場
所
に
切
り
離
し
て
建
て
る
こ
と

に
な
り
、
現
本
館
か
ら
離
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
る
機
能
上
の
マ
イ
ナ
ス
は
避

け
難
い
も
の
で
し
た
。

　

公
道
を
ま
た
い
で
本
館
と
新
北
分
館

と
の
連
絡
通
路
を
設
け
る
案
も
検
討
さ

れ
た
も
の
の
結
局
無
理
と
な
り
、
公
道

を
付
け
替
え
る
こ
と
に
よ
り
分
断
さ
れ

た
敷
地
を
一
敷
地
と
す
る
驚
く
ほ
ど
創

造
的
な
案
が
生
ま
れ
ま
し
た
（
図
４
）。

　

付
け
替
え
る
道
路
は
歴
史
的
に
も

名
高
い
道
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
将
軍

が
江
戸
城
か
ら
常
磐
橋
（
旧
常
盤
橋
）

を
出
て
日
光
へ
参
詣
す
る
と
き
に
通

っ
た
御お

成な
り
み
ち道

で
し
た
。
こ
の
真
っ
す
ぐ

な
道
を
わ
ざ
わ
ざ
曲
げ
て
付
け
替
え

る
と
い
う
至
難
の
計
画
で
し
た
。

　

当
然
の
事
な
が
ら
同
案
の
交
渉
は

難
航
し
二
年
以
上
を
要
し
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
一
年
（
一
九
六
六
）
七
月

新
北
分
館
構
想
か
ら

新
館
増
築
へ

写真６　昭和 38 年
（1963）ごろの北敷地

戦
時
下
の
北
分
館
増
築

写真 5　北分館（2 代目）
（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

図 3　昭和 38 年（1963）ごろの本店（日本橋配置図）

三井別館

2号館

N 三井本館 三越百貨店

東京銀行本店3号館

1号館 本館

第１車庫

倉庫及び作業所

北分館

北分館別館
（旧銀行協会）

第2車庫

北分館別棟 北分館別棟

工作室 堀端詰所

緑地
旧常盤橋

常盤橋

一石橋

北分館別館
（常盤分館）
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（
注 

１
）
第
九
、
第
一
一
代
日
本
銀
行
総
裁
井
上
準
之
助
。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
の
関
東
大
震
災
時
も

総
裁
と
し
て
陣
頭
指
揮
を
執
っ
た
。

（
注 

２
）
こ
の
建
物
は
南
分
館
と
呼
ば
れ
、
明
治
三
十
二

年
（
一
八
九
九
）
築
の
初
代
南
分
館
、
昭
和
十
六
年

（
一
九
四
一
）
築
の
南
分
館
（
倉
庫
）
を
含
め
る
と
、
貨

幣
博
物
館
の
あ
る
現
在
の
南
分
館
は
四
代
目
の
も
の
と

な
り
ま
す
。

（
注 

３
）
日
本
で
は
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
の

ビ
ル
を
呼
ぶ
。
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
の
法

改
正
に
よ
り
従
前
の
三
一
メ
ー
ト
ル
規
制
が
緩
和

さ
れ
、
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
日
本
初
の

超
高
層
ビ
ル
霞
が
関
ビ
ル
（
三
六
階
、一
五
六
メ
ー

ト
ル
）
が
完
成
。

（
注 

４
）
爆
薬
を
使
っ
て
古
い
構
築
物
を
破
壊
す
る
こ
と
。

地
下
部
分
の
解
体
で
使
用
さ
れ
、
発
破
回
数
は
延
べ

九
〇
〇
回
に
及
ん
だ
。

に
懸
案
の
道
路
付
け
替
え
工
事
が
完

了
し
、
起
案
さ
れ
て
か
ら
実
に
一
六
年

余
り
の
歳
月
を
要
し
て
、
同
年
十
月
に

よ
う
や
く
新
館
建
築
工
事
が
着
工
し

ま
し
た
。

　

当
初
の
案
は
旧
館
（「
本
館
」、
一
～

三
号
館
）
の
全
部
を
残
し
て
残
り
の
空

地
に
柔
構
造
に
よ
る
一
七
階
建
て
の

新
館
を
隣
接
し
て
建
て
る
も
の
で
し

た
が
、
中
央
銀
行
と
し
て
求
め
た
堅け

ん
ろ
う牢

「
本
館
」
の

重
要
文
化
財
指
定

写真 7　新館 1 期棟完成時

性
と
当
時
幕
開
け
直
後
の
超
高
層
ビ

ル
建
築
（
注
３
）
は
相
い
れ
ず
、
結
果
的

に
は
一
号
館
を
取
り
壊
し
、
そ
の
跡
地

も
利
用
し
て
一
〇
階
建
て
と
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
店
業
務
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う

に
、
新
館
増
築
の
工
期
は
二
期
に
分
け

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
十
四
年

（
一
九
六
九
）
の
第
一
期
完
成
時
の
写

真
を
見
ま
す
と
、
一
号
館
は
そ
の
ま
ま

残
し
た
上
で
、
そ
の
向
こ
う
側
に
新
館

の
半
分
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
（
写
真
７
）。

　

そ
の
後
、
第
二
期
工
事
と
し
て
、
一

号
館
を
解
体
し
、
そ
の
跡
地
に
新
館
の

残
り
半
分
を
建
設
し
、
昭
和
四
十
八
年

（
一
九
七
三
）
に
新
館
は
完
成
し
ま
し

た
（
図
５
）。

　
「
絶
対
に
壊
れ
な
い
建
物
」
を
使
命

と
し
た
一
号
館
の
解
体
工
事
は
予
想

を
は
る
か
に
超
え
る
難
工
事
と
な
り
、

要
し
た
期
間
は
約
一
年
、発
破
用
（
注
４
）

の
火
薬
は
八
ト
ン
を
超
え
て
い
ま
し

た
（
写
真
８
）。

　

新
館
の
第
二
期
工
事
と
並
行
し
て
、

旧
館
（「
本
館
」
お
よ
び
二
、三
号
館
）

の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

写真８　1 号館解体。地上部分の解体はスチールボールによる大
壁倒しが用いられた。（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

　

特
に
、「
本
館
」
は
改
修
工
事
の
前

か
ら
国
の
重
要
文
化
財
候
補
と
さ
れ

て
い
た
た
め
、
文
化
庁
と
事
前
に
改
修

内
容
を
確
認
し
な
が
ら
工
事
を
行
い

ま
し
た
。

　
「
本
館
」
の
歴
史
保
存
と
業
務
対
応

の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、
震
災
復
旧
以

来
と
な
る
老
朽
化
し
た
屋
根
の
全
面

改
修
を
始
め
、
窓
シ
ャ
ッ
タ
ー
、
空
調

設
備
、
電
気
設
備
な
ど
の
更
新
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

改
修
工
事
を
終
え
た
翌
年
の
昭
和

四
十
九
年
（
一
九
七
四
）、
明
治
洋
風

建
築
の
貴
重
な
遺
構
と
し
て
、「
本
館
」

は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
回
は
、
日
本
銀
行
の
支
店
建
物
に

つ
い
て
明
治
大
正
期
を
中
心
に
紹
介

し
ま
す
。

図 4　新館着工前の道路付け替え
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